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モ
ノ

レ
ー

ル
稼

動
後

、
又

６
月

１
７

日
の

贈
呈

式
に

於
い

て
も

、
右

の
ご

両
人

に
対

し
て

「
是

非
検

分
試

乗
願

い
た

い
、

何
時

で
も

同
行

案
内

す
る

」

旨
の

話
を

し
て

い
た

が
、

業
務

多
忙

に
加

え
天

候
具

合
が

は
っ

き
り

し
な

い

こ
と

も
あ

っ
て

延
び

延
び

と
な

っ
て

い
た

。
 

「
本

日
ど

う
な

ー
」

と
の

連
絡

が
あ

り
、

急
遽

段
取

り
を

つ
け

、
行

仙
宿

行
き

と
な

っ
た

。
 

朝
９

時
３

０
分

、
信

金
・

井
上

常
務

を
迎

え
に

行
く

、
急

な
話

で
あ

っ
た

為
か

、
ワ

イ
シ

ャ
ツ

に
革

靴
姿

で
あ

る
。

途
中

、
谷

社
長

も
同

乗
し

、
い

つ

も
の

通
り

宮
井

大
橋

・
大

沼
経

由
で

１
１

時
前

に
登

山
口

に
着

く
。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
を

駐
機

場
か

ら
降

ろ
し

、
お

二
人

に
は

荷
台

に
乗

っ
て

頂
く

。
 

約
１

０
分

で
終

点
の

プ
ラ

ッ
ト

ホ
ー

ム
に

着
い

た
が

、
こ

の
急

勾
配

と
距

離
を

荷
１

５
～

２
０

㎏
を

肩
で

上
げ

て
い

る
の

か
と

感
心

の
様

子
で

あ
っ

た
。
 

先
日

、
柳

川
市

・
千

乗
院

の
吉

開
賢

淳
師

か
ら

、
行

者
堂

へ
の

お
供

え
と

し
て

送
付

頂
い

た
「

清
酒

２
本

」
を

背
負

子
に

付
け

る
。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
検

分
が

主
で

あ
る

が
、

こ
の

機
会

に
是

非
行

仙
宿

へ
も

、
又

奥
駈

道
へ

も
足

を
伸

ば
し

て
欲

し
い

旨
話

を
し

て
い

た
事

も
あ

っ
て

３
人

で

行
仙

宿
へ

。
 

通
常

１
６

～
１

７
分

で
あ

る
が

、
山

を
歩

く
こ

と
な

ど
無

い
お

一
人

に
は

３
０

分
以

上
要

し
た

様
に

感
じ

た
と

の
こ

と
、

１
２

時
少

し
前

に
行

仙
宿

小

屋
に

着
い

た
。
 

早
速

、
小

屋
内

で
昼

食
と

し
、

行
仙

宿
小

屋
の

建
設

経
緯

や
建

設
時

の
玉

岡
さ

ん
の

ご
苦

労
、

以
後

の
利

用
状

況
、

維
持

管
理

活
動

な
ど

を
話

し
さ

せ

て
貰

っ
た

。
 

お
二

人
と

も
想
像

以
上

の
規
模

や
立
派

さ
に
驚

か
れ

て
い

た
。
 

こ
こ

で
も

谷
社

長
に

は
、
先
般

の
玉

岡
さ

ん
親

子
の

上
り
下

り
に

つ
い

て
、

モ
ノ

レ
ー

ル
無

し
で
来

た
の

か
と

二
度

、
三
度

と
話

を
さ
れ

た
。
自

分
は

上

半
分

の
み

歩
い

て
「
ふ

ー
ふ

ー
」

な
の

に
「

ど
え

ら
い

も
ん

や
」

と
頭

か
ら

離
れ

な
い

様
で

感
心

し
き

り
で

あ
っ

た
。
 

小
一

時
間

で
小

屋
を

後
に

し
て

、
２

１
世
紀

の
森

経
由

で
帰
路

に
着

い
た

。
 

 当
初

、
井

上
常

務
か

ら
「

モ
ノ

レ
ー

ル
ど

う
な

ー
」
カ
マ
ハ

ラ
テ

ッ
ク

谷

社
長

に
無

理
言

っ
て
み

い
の

話
し

か
ら
ス
タ

ー
ト

し
た

。
 

以
後

、
谷

社
長

か
ら

も
協
力

す
る

と
の
申
出

を
頂

き
現
地
確
認

、
山

主
さ

ん
の
了
解

、
森
林

公
団

と
奈
良
県

へ
の

設
置
許
可
申
請

と
順
調
良

く
進
む

が
、

モ
ノ

レ
ー

ル
設
置

後
の

維
持

管
理
費

用
の
発
生

又
、

動
力

機
更

新
時

の
多
額

出
費

の
懸
念

に
加

え
、
修

行
の

道
場

で
あ

る
大
峯

山
へ

の
動
力
導
入

が
い

い

の
か

な
ど

の
葛
藤

が
あ

っ
た

が
、
会
員

の
減

少
と
高

年
令
化

の
な

か
、
近

年

増
加
傾
向

に
あ

る
来

山
者

へ
の

対
応

又
、
筑

後
３

０
年
近

く
な

っ
た

行
仙

宿

の
補
修
等

の
維

持
管

理
負
担
増

を
考
慮

す
る

な
か

、
谷

社
長

か
ら

以
後
我
々

の
活

動
へ

の
理
解

を
深
め

ら
れ

た
の

か
、
全

て
寄

贈
す

る
「

一
銭

も
い

ら
ん

」
。

新
宮

信
金

か
ら

も
５

０
万
円
寄

贈
す

る
と

の
申
出

を
頂

い
た

。
 

モ
ノ

レ
ー

ル
設
置

に
関

し
て

、
こ

の
様

な
ご

理
解

、
こ

の
様

な
条
件

は
、

絶
対

二
度

と
な

い
と

の
思

い
か

ら
、

設
置

と
な

っ
た

も
の

で
あ

る
。
 

谷
社

長
、

井
上

常
務

に
は

、
重
ね

て
重
ね

て
厚

く
厚

く
衷

心
よ

り
御
礼

を

申
し

上
げ
ま

す
。

又
、

設
置

に
あ

た
り

、
心
よ

く
ご
了
解

頂
い

た
山

主
の
下

北
山
村

・
上

平
一
郎

様
に

も
お
礼

を
申

し
上

げ
る

も
の

で
あ

る
。
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